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第３回森林活用セミナー 

地球温暖化防止のために日本の森林を活用することの意義と実践 

 

 

 

■開催趣旨 

 私たち日本人は縄文時代から森林と深く結びつき、収穫→更新→育成というサイクルで森林資源を

活用し循環型社会を維持してきましたが、市場原理最優先の経済体制のもとでこのサイクルは分断さ

れてしまい、山村では森林の整備さえ困難な状況にあります。一方で、地球環境問題が国際的テーマ

として議論され、地球温暖化防止への具体的な取り組みが始まりました。 

 今回のセミナーでは、地球温暖化対策や循環型社会への転換など大きな産業・社会の変革に取り組

んでいくにあたって、いま国内の森林を活用することが日本の森林と山村を再生させ、世界の森林環

境問題の解決にも貢献することを、住宅・住文化、環境教育、企業活動の面からその意義を解き明か

すとともに実践活動のネットワークを広げていきたいと思います。 

 

 

■プログラム 

(12:30 受付開始) 

 

13:00  開会ごあいさつ               木下紀喜（全国森林組合連合会代表理事専務） 

    Dare Mori ネットワークからの呼びかけ    肱黒直次（全国森林組合連合会組織部長） 

 

13:10  基調講演「温暖化防止に向けて森林と林業をどう立てなおすか」 

              温暖化防止に果たす森林・林業の役割は非常に大きいが、実際には期待に応えられる 

             ような状況になっていない。日本の森林・林業がこれほど惨憺たる状況に落ち込んだの 

             はなぜか、そしてこれを立て直すにはどうしたらよいか、呼びかけます。 

          コーディネーター 熊崎 実（岐阜県立森林文化アカデミー学長） 

 

 

14:00  テーマ１「身近な木材資源を活用することの意義と住宅文化」 

              暮らしや住まいに近くの森林・木材資源を活用することの意義を解説するとともに、 

             近くの山の木で家を建てる運動や国土交通省がすすめる長寿命木造住宅整備などの事例 

             紹介を通じて実践を呼びかけます。 

               解説 菊間 満（山形大学農学部教授） 

 

         報告「東京の木で家を造る会の活動」 

                  稲木清貴（東京の木で家を造る会） 

         報告「国土交通省がすすめる長寿命木造住宅整備」 

                  水流潤太郎（国土交通省住宅局木造住宅振興室長） 

         報告「住宅の近山度を表すウッドマイルズの提案」 

                  藤原 敬（森林総合研究所理事） 



 

 

14:50  テーマ２「森林環境教育をすすめることの意義と実践」 

              いま広がりはじめた森林環境教育の解説と森林・木材を活用することの意味をわかり 

             やすく伝えるプログラムや間伐素材で結ぶ学校・森・企業の連携プログラム事例紹介を 

             通じて森林環境教育という新分野への参画を呼びかけます。 

               解説 水野一男（木文化研究所代表・環境プロデューサー） 

 

         報告「木材普及活動と木材の応援団をつくること」 

                  林 和男（愛媛大学農学部教授） 

         報告「間伐素材が結ぶ学校・森林・企業の連携プログラム」 

                  関 邦春（ジェイファンネット代表取締役） 

 

 

15:40  テーマ３「企業が国内の森林を活用することの意義」 

              地球温暖化対策をはじめ企業が国内の森林を活用することの経済的・社会的意義につ 

             いて解説するとともに、自治体と企業が連携して森林管理に取り組むプロジェクトや企 

             業の環境ビジネスへの取り組み、開発、消費者の森づくり運動などの事例紹介を通じて 

             具体的な取り組みを呼びかけます。 

               解説 近藤修一（エス・ピー・ファーム代表） 

 

         報告「プロジェクト『緑のプラン』～和歌山県の実践」 

                  吉村昌也（ＵＩゼンセン同盟ユニチカ労働組合書記長） 

         報告「海を守るふーどの森づくり野付植樹協議会の取り組みについて」 

                  吉村邦雄（首都圏コープ事業連合商品部長） 

         報告「凸版印刷が考える森林活用の意義と取り組み」 

                  大川 誠（凸版印刷株式会社コラボレーション営業部・環境チーム） 

 

 

16:30  質疑・コーディネーター総括 

 

17:00  閉 会 
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基調講演 

温暖化防止に向けて森林と林業をどう立てなおすか 
 

          コーディネーター 熊崎 実  

岐阜県立森林文化アカデミー学長 

 

Ⅰ 地球環境の保全と森林・林業の役割 

  （１）健康で森林蓄積の大きい山をつくる 

  （２）その森林から木材を持続的に取り出し上手に利用する 

     ○枯渇性の地下資源に換えて木材（なるべく無垢の材）を使う 

     ○建築などに使われる木材を長持ちさせる 

     ○輸送距離の短い近くの山の木を使う 

  （３）ほかに使い道のない残廃材を化石燃料に代わるエネルギー源とする 

 

Ⅱ 期待を裏切る森林・林業の現況 

  （１）森林蓄積は増えているが、人工林の過密化と管理放棄は見逃せない 

  （２）世界市場が人工林材の時代になっているのに日本の木材生産は衰退の一途 

  （３）木材自給率はイギリス以下 

  （４）木質バイオマスのエネルギー利用も最低 

  （５）伝統的な森林利用を見なおす 

 

Ⅲ グローバル化の流れから取り残される日本の林業 

  （１）日本経済の｢原料輸入･製品輸出｣の体質 国内林業の切り捨て 

  （２）市場経済への対応の遅れ 阻害された自律的展開 

  （３）小規模森林所有のもとでの不安定な木材の流れと林産業の萎縮 

  （４）日本の山の不利な作業条件と技術開発の遅れ あまりに低い生産性 

 

Ⅳ 新しいシステムづくりのポイント 

  （１）森林を活性化し、川上からの安定した木材の流れをつくる 

     ○どんな山にも10年に1回程度は間伐（または択伐）が入る 

     ○作業単位の集約化→地域の森林に対する一括間伐権の設定 

  （２）山から伐り出される材をすべて利用する 

     ○新たな循環利用システムの構築 

     ○木材加工の集約化と木材のカスケード利用 

     ○鍵を握るバイオエネルギー 

 

Ⅴ グローバル化のなかでの地域林業  

  （１）規格品の大量生産から消費者の好みに応じた注文生産へ 

  （２）地域林業を支える木材の消費パターン（木の文化） 

  （３）多種多様な木材が消費されることで多様な山づくりができる 

  （４）市場経済のなかに顔の見える生産者と消費者のネットワークをつくる 

  （５）地域の状況に応じた木質バイオマスのエネルギー利用 
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テーマ１ 

身近な木材資源を活用することの意義と住宅文化 
 

 

 

 

 

 暮らしや住まいに近くの森林・木材資源を活用することの意義を解説するとともに、近くの山の木

で家を建てる運動や国土交通省がすすめる長寿命木造住宅整備などの事例紹介を通じて実践を呼びか

けます。 

 

 

 解 説   菊間 満（山形大学農学部教授） 

           〔資 料〕１－１．小林澄夫『左官礼讃』より抜粋 

                １－２．「在来工法」の住文化と住宅・国産材の「市場問題」 

                                  （『森林組合』誌No.349） 

 

 

 報 告「東京の木で家を造る会の活動」 

       稲木清貴（東京の木で家を造る会） 

 

 

 報 告「国土交通省がすすめる長寿命木造住宅整備」 

       水流潤太郎（国土交通省住宅局木造住宅振興室長） 

           〔資 料〕１－３．長寿命木造住宅整備指針（スライド資料） 

 

 

 報 告「住宅の近山度を表すウッドマイルズの提案」 

       藤原 敬（森林総合研究所理事） 

                       〔資 料〕１－４．報告レジメ 
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資料１－１                                 （菊間 満） 

 

小林 澄夫『左官礼讃』より抜粋 
 

 

 呼吸する壁 

 日本の壁は醤油であり、ヨーロッパの壁はソースであるといったら人はおどろくであろうか？ 

 ソースとは、べースになる肉汁をとり、それに野菜、果物、香辛料等を加え、最初から最後まで火

にかけ、火を通して味をつくりあげたものである。それにひきかえ、醤油は微生物の発酵作用によっ

て味をつくった生きものである。発酵は、しゃふつ煮沸とはまさに無縁のもので、それは微生物の死

を意味するからである。この醤油に美味しい旨味を作ってもらうために、人間がその醤油麹にしてあ

げられることといったらただ一つ、適当な温度と水分という環境だけをととのえてやることだけであ

る。 

 石やレンガの壁を火で焼いた石灰モルタルで積みあげるヨーロッパの壁は、ソースに似ている。レ

ンガも粘土を焼いたものであるから、最初から最後まで火に焼き、火を通したソースに諭えることが

出来る。それにひきかえ、竹の木舞を組み、発酵した藁でねかした泥や海藻のりを入れた漆喰で塗り

あげる日本の壁は、まさに醤油である。土を焼き殺すこともなく、発酵した藁や海藻のりが適度な水

とともに自然に乾燥し、かたまるのを待つだけである。レンガを死んだ壁としてたとえるならば生き

た壁といえる。 

 醤油もソースも材料の味つけになくてはならないもので、その味もそれぞれの良さとこのみがある

わけで、どちらがいいわるいというようなものでもない。ただしいて言えば、石やレンガの死んだ壁

は、鉄筋コンクリートを生み出し、その後の死せる建材のみちびきになっただろうということである。

素材を火に通し、焼き殺し、煮つめることで、魔女の魔法の鍋よろしく、金属や硝子やセラミックや

プラスチック等の多様な建材を生み出したわけである。しかし、それらはいかに多様にみえようとも

素材的には焼き殺された一様で単一な死せる素材の寄せ集めにしかすぎないのである。現代建築は、

個々の建築家の思いや施主の願い以前にこれらの死せる素材によって死んだものである。 

 われわれの塗り壁が生きて呼吸しているということの深い意味は、なま生の素材を土にあれ、藁に

あれ、海藻にあれ、出来るかぎり生のまま活かして壁をつくるということに負っているのである。自

然は深く多様であるがゆえに、われわれの塗り壁もまた深く多様である。醤油と同じで、われわれ左

官職に出来ることといったら自然の素材が本来持つ素材感を発現するように水もちをととのえてやる

ことだけである。                                                          (1986/11) 

 

 結ぶことほどくこと 

 私の住む戦前からの古い住宅地でも、民家が取り壊されて、ＡＬＣやツーバイフォーの商業住宅に

建て替えられはじめている。 

 戦前に建った民家は、なんのくもなく、パワーシャベルで屋根をは剥がし、ユンボで壁を押しつぶ

し、解体されてしまう。解体屋とはよくいったもので、半日もあれば民家は残材の山になってしまう。

それは解体というよりも、破壊というにふさわしい。ここには、現代という性急な時代の貧しさがむ

き出しにあらわれているといえるだろう。 

 かつて、民家はこのような形で解体されることはなく、それぞれの部材が大切にときほどかれた。

屋根の瓦をはずし、こまい木舞の土壁を落し、棟木やはり梁をはずし、柱を抜いてそれらは移築され

たり、新しい民家の部材として再生されていったのだ。 
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 そこには、建てることが結ぶことだという思想があった。結んだものはほどくことが出来る。近代

の工業的のセメンティングの技術による建築は、原理的にいっても破壊に終るしかないハードなもと

にもどることの出来ない技術の上にうち建てられていて、解体と破壊のほかに出口を知らない。 

 この結ぶことのソフトな技術を見事にみせてくれるのが、木舞土壁である。竹の木舞を編み、水で

結んだ泥を塗り、乾かしてまた塗り重ねていく泥壁は、性急に人為で剥がすのでないとしたら、湿っ

た風や雨水によってゆるやかな自然の時間の中をほどかれていく。そうして、水で結ばれたものは水

でほどくことが出来るし、ほどくことが出来るものはまた結ぶことが出来る。 

 目的と手段の連関を結びつづけ、結び目を重ねるだけで、ほどくことを知らない近代の工業的の技

術は、みずからの破壊で終わるしかない。 

 われわれのみずからの手で結んだゆえにほどくことの出来る技術、私達が自然から借りたものはそ

の生をまっとうさせてやるか、自然の流れの中に帰してやるしかないというまっとうな技術思想によ

ってのみ、われわれが住むに値いする呼吸する空間を生み出すことが出来るといえるのではあるまい

か。                                                                      (1987/10) 

 

 ドロ壁に思う 

 石灰は石を焼いたものであり、泥は大地の土と水がまじったものである。石灰は空気中の炭酸ガス

をすって化学的に固まる。泥は水分の蒸発にともなって粘土の分子間引力によって固着する。いちぶ、

鉄分の多いラテライトのように不可逆な反応をみせるものもあるが、泥はふたたび水分をえればもと

の泥にもどるものであり、もういちどこねて再使用が可能である。石灰は化学反応によって固まるゆ

えに不可逆的である。炭酸ガスをすいながらもとの石灰石にもどるのだという。ならば、それをもう

いちど焼けば石灰になるのではないか? 誰も焼いたものがないのでわからない。 

 それはともあれ、この古代エジプトの時代からあるという石灰についていくつかの未解明の点が、

私にはある。それは生石灰と消石灰についてである。石灰石を焼いたものが生石灰であり、この生石

灰の消化の方法に二つあって、焼いた石灰をそのまま水の中にドプヅケして生石灰クリームをつくる

のが湿式消化であり、適当の水分をかけるか、空気中の湿気で自然に粉末化させ消石灰をつくるのが

乾式消化である。 

 この生石灰クリームと消石灰のちがいは接着力や固さにおいて無視出来ない有意味的なちがいがあ

って、日本の左官は石灰に糊を入れた漆喰でなければかたまらないと信じてきた。漆喰とは、海藻の

りでこねた消石灰のことであった。しかし、ヨーロッパでは糊をつかうことなく、石灰と砂だけで石

灰モルタルをつくって塗ってきた。イタリアでもフランスでもドイツでも左官用には湿式消化の生石

灰クリームがいまでも使われているという。この生石灰クリームならのりなしでも十分固いものであ

る。なぜ、日本では粉末化した消石灰が漆喰として使われてきたのだろうか。焼きたての生石灰のか

たまりを水にドブヅケで消化して生石灰クリームをつくる方が原始的であり、手軽であったはずであ

る。 

 そのへんがいまひとつわからない。奈良時代中国から石灰が日本に伝わったときからか、それとも

江戸時代漆喰の需要がふえ、米ののりから海藻ののりがつかわれるようになった時からか。ただ歴史

の早い時期に消石灰による漆喰が塗られてきたとしたら日本がヨーロッパのようなレンガや石の下地

ではなく弱い泥の下地に漆喰が塗られたということが、生石灰クリームのように力のある漆喰よりも

消石灰の漆喰の方が適していたのかもしれない。 

 たまたま長崎のそとめ外海で、赤土のにご汚り水で砂と石灰をこねたというド・ロ壁をみたとき、

私は消石灰とは別なもうひとつの石灰の歴史が日本にもあったのではないかという思いを深めた。寺

社やかんが官衙の泥の上の白壁ではなく、水路や石橋などの石積みに使用した砂や泥まじりの漆喰と

いったものは生石灰クリームではなかったかと。                                      (1997/5) 
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 セメント以前 

 セメントが日本に入って来る以前のことを、ふと思うことがある。 

 イギリスで十九世紀末発明されたセメントは、鉄とともに近代建築を生み出す端緒となったといっ

てよいほどに、セメントは便利ですぐれたふへん的な建材として世界に広まった。二十一世紀になっ

ても、セメントにかわるような建材はあらわれないだろう。 

 そんなセメントであるけれども、にもかかわらず、というよりもむしるそうであるからこそ私はセ

メント以前のことを考えるようになった。 

 セメント以前には、セメントに変わる建材としては、泥と石灰しかなかった。水硬性で水にも溶け

ない材料としては、石灰と赤土やマサ土を配合した材料があっただけだ。 

 それは、たしかに、赤土やマサ土の粘土分（珪酸質やアルミナ分）と反応して石灰は水硬性をおび、

いったんかたまれば水にもどることもない。しかし、これはセメントほどの強度も出ないし、粘土の

性質や配合や施工条件によるバラツキもある。セメントのように世界中何処でもいつでも通用するふ

へん性を持つというわけではない。 

 セメント以前には、水路の石積みの目地にあれ、水道橋の管の継目にあれ、そうした材料が使われ

ていた。熊本のガンゼキや長崎のアマカワ(ドロ壁)、全国各地のたたき仕上げや土壁の強化に塗られ

た泥大津等、地場の泥と石灰が塗られた。 

 それは、セメントのように丈夫で便利で大量生産される安価（?）なものとはいえないが、それぞ

れの土地の土地固有の表情を、この世界の多様性を多様なるままに自然に表現しているのではなかろ

うか。 

 工場で測定管理され、規格されたもの、均質で一様なもの、それゆえにふへん的なものとしてのセ

メント、セメントと鉄筋の組み合せである鉄筋コンクリート、そうしたものがますますこの世界を均

質で一様な風景にしているのではなかろうか。 

 たぶん、野菜などの植物や穀物が品種改良されることによって、その植物のもつ固有の味が忘れら

れ、多稔性とか、早熟性とか、耐虫害性とか、長期保存性とかいった面ですぐれた種を取り出すこと

で、全国統一した品種が普及してしまったことに似ている。昔は、各地方に土着した品種があって、

それぞれ風土の味覚として親しまれてきたのだ。大根でも茄子でも蕪でもいろいろな品種があったも

の。たぶん、建築の多様性はデザインの多様性にあるのではなく、その用いられる素材や材料のつく

り方、施工方法の多様性の中にあるのではなかったか。 

 味が文化であるように建築も文化であろうとするのならば、建築もまた味とおなじようにながい歳

月の中でゆっくりとゆるやかなカーブを描いて変化していくものでなければなるまい。多様なものが

多様のままにその固有の味わいを保ちながら歳月の中をゆるやかなカーブを描いて変化していくこと

が文化であるのだから。                                                    (2000/2) 

 

 二つの自然 

 このほど、土佐で高知県建築設計監理協会が、ドイツから建築家を呼んで、エコハウスのセミナー

を開いた。ドイツから招かれた建築家のクラウス・ケーニッヒさんは、昨年南ドイツと北イタリアへ

石灰を求めて旅をしたとき、南ドイツを案内してもらった関係もあって、私もこの「エコハウスと石

灰」のセミナーに参加した。 

 ケーニッヒさんは、その講演の中で、エコロジーについてつぎのように語った。自然には二つの自

然があって、一つは環境としての自然。もう一つは人間の自然。人間の自然とは健康とかすこやかな

自由な心といったものだという。そうして、この二つの自然の間の調和がエコロジーの本質であって、

どちらか一方が欠けても真の人間の幸福はありえないという。エコハウスとは、この二つの自然に配

慮した建築のことをいう。その配慮の欠かせない条件として、次の四つをあげている。 
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 一つ、エネルギー消費の低減。低エネルギーには、太陽熱や風や水やあるいは再生可能なバイオマ

スのエネルギー等の自然エネルギーの使用。特に人間の身体エネルギーの活用。 

 一つ、その土地にある素材を活用すること。その土地にある木や草や土や石を身体エネルギーを活

用しながら建築すること。また、それらの素材をその土地の小さな市場でまかない、大きな市場、遠

い市場からなるべく求めないこと。 

 一つ、もともとその土地にあった伝統的な技術や技法を持った職人と対話し、討論を重ねながらそ

の新しい可能性を見い出していくこと。 

 一つ、その土地の地霊を感じとること。地霊とは、その土地の持っている光や風や雨や植物や生物

の気配であり、そうした気配、気の流れといってよいものを絶ち切らないようにすること。 

 ケーニッヒさんはエコハウスの四つの条件を述べたあとで、建物を建てることはその土地を傷つけ

ることであるから、その傷を癒すその土地の自然の材料を使用すべきだといい、その土地の持つ地霊

(ゲニウス・ロキ)を感受する心の大切さをつけ加えた。 

 いわば、ケーニッヒさんのいっている地霊というものは、われわれ東アジアでいう地水火風空の五

行の思想に通ずるものであろう。われわれを取りまく宇宙（環境）は、地水火風空の五元素の発する

気のたえざる流れであり、その気の流れを絶ち切らないかぎり、ひとはこの宇宙の元気の中で幸福に

生きられるのだと。 

 たぶん、エコロジーやエコハウスといったカッコよい言葉ではなく、地霊を感じとるせんさいな感

受性が、小さきもの、かよわきもの、草や木や石や虫や魚や鳥や獣の声を聴き、風や陽の光や波のざ

わめきに心踊る魂が必要なのだろう。                       (2000/12) 

 

 静かな抵抗 

 いまイタリアでスローフード運動がおこっているという。スローフードとは、要するに、ゆっくり

食べようということである。ゆっくりと料理をつくり、ゆっくり食べようというしごくあたりまえの

ことをひろめようと、イタリアの田舎の町々がその土地の名物の食材や料理をひるめ、町おこしをし

ようということらしい。 

 いわば、第二次大戦後アメリカ帝国主義がひろげたコカ・コーラ、マクドナルド、ケンタッキー・

フライドチキン、ダンキンドーナツに代表されるファーストフードから、イタリアの田舎の古き良き

料理の伝統を守ろうということらしい。 

 このイタリアのスローフード運動は、イタリアの国境を越え、その隣のフランスやスペイン等のラ

テンの国々にもひろまろうとしている。もともと、食べることを大切にし、食事を楽しむ文化を持つ

ラテン人がファーストフード文化の侵略に抵抗を始め出したとしても不思議はない。ファーストフー

ドは、食料の世界市場を支配するアメリカの先兵なのだから。こうして、ヨーロッパが、火薬も使わ

ず、血も流さず、静かな抵抗運動をアメリカに対して始めているとき、どこやらの政府はＩＴ、Ｉ

Ｔ･････情報革命だと浮かれさわいでいる。情報の手段や情報のツール(道具)の機能をよくし、大量

生産しても、発信する情報を持たないのならば、天皇の神の国程度の想像力しかないのならば、アメ

リカのファーストフードなみの情報の洪水の中に沈没するのは眼に見えている。いま、ＩＴ、ＩＴと

いっているのは情報のファーストフード化であり、情報の内容や質についてのなんらの考慮が払われ

ていないからだ。情報の内容とは、ひとの思いであり、思いがあれば様々の情報手段を探しても伝え

るだろう。ほんとうに伝えたい思いがあれば歩いてでもいくだろうから。 

 たぶん、このイタリアで始まったスローフード運動は、現代の情報手段の世界化、グローバリゼー

ションに関しても、考えさせるものがあるのではなかろうか。時間をかけてゆっくりと食べること、

たっぷりと時間をかけて料理をつくることは、おいしい食物を食べることである。料理をほんとうに

味わい楽しむことであり、生活の真の豊かさを享受することになるからだ。大量に世界中に流通し、

即席で食べられる食品には、味の多様性も固有性もないことはいうまでもない。その土地でとれた多
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様な食材をじっくりと時間をかけて様々に料理した食物をゆっくりと時間をかけて食べることほど、

にんげんとして大切で、よろこぱしいことはあるまい。情報もまた、ただ速く、効率良く、何処にで

も即伝えられるといった単一な手段によってではなくて、情報の内容である思いを時間をかけてじっ

くりと熟させていくことが出来る多様な手段が必要なのだ。             (2000/8) 

 

 

 ＊ 小林澄夫『左官礼讃』石風社、２００１年 

   同著略歴によれば、１９６８年（株）黒潮社入社、月刊「左官教室」を編集。 

 

 








































